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この発表で伝えたいこと

•新型コロナウイルスとは︖
•今、何が起きているか︖
•ウイルス分離の重要性
•必要な研究



コロナウイルスについて

<分類>
⽬: ニドウイルス
科: コロナウイルス
属: α、β、γ、δ

<ウイルスゲノム>
プラス鎖⼀本鎖
約30,000塩基のRNA

<ウイルス粒⼦>
直径約100nmの球形
棍棒状のスパイクを持ち
太陽のコロナに似た外観

β-コロナウイルス

重症急性呼吸器
症候群コロナウイルス

中東呼吸器
症候群コロナウイルス

マウス肝炎ウイルス

α-コロナウイルス

δ-コロナウイルス

γ-コロナウイルス

ヒトコロナウイルス229E

新型コロナウイルス

新型コロナウイルスの感染者数

引⽤元︓https://www.gisaid.org/epiflu-applications/global-cases-betacov/

新型コロナウイルス 致死率︓1775/71335=2.4% (812/37483=2%)
SARSコロナウイルス 致死率︓774/8098=9.5%
MERSコロナウイルス 致死率︓858/2494=34%



致死率の問題

今何が起きているか︖
無症状の⼈が感染源症状ある⼈が感染源

基本再⽣産数（R0: アールノート) =2.2 
(3-5)
潜伏期間=5.2⽇
倍増期間＝7.6⽇

症状による追跡ができない
隔離できなくなる

症状ある⼈

症状ない⼈
（発症する前︖不顕性感染︖）



新型コロナウイルス
 遺伝⼦配列から2002年度に発⽣したSARSコロナウイルスに⾮常に近い
 SARSコロナウイルスと同じレセプターを使⽤する

https://www.nature.com/articles/s41586-020-2012-7

ウイルス分離の重要性

引⽤元 https://www.niid.go.jp/niid/ja/multimedia/9368-2019-ncov.html



①受容体との結合

②エンドソーム
経路による取り込み

③脱殻

⑤複製複合体の形成

④翻訳

⑥ウイルスゲノムの複製

核

ERGIC

ゴルジ体

小胞体
⑧ウイルス
蛋⽩質の合成

⑨ウイルスの
出芽

⑩エクソサイトーシス

⑪ウイルス粒⼦の放出

コロナウイルスの⽣活環
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新型コロナウイルスの制圧
に向けた課題
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ウイルスの複製機構や病原性発現
機構の解析が必要

治療法やワクチンの確⽴



研究の⽅向性

１．ウイルス蛋⽩質の機能解析
分⼦⽣物学的⼿法

２．コロナウイルスの⼈⼯合成
組換えウイルスの作製

ウイルスcDNA

組換えウイルス

ウイルスの複製機構や病原性発現機構
の解析
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細胞質

核

コロナウイルス
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1: Kamitani et al. PNAS, 2006, 2: Kamitani et al. Nature Structural 
Molecular biology, 2009, 3: Tanaka and  Kamitani et al. Journal of 
Virology, 2012, 4: Terada and Kamitani et al. Virology, 2017

宿主RNA
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リボゾーム

コロナウイルスNSP1蛋⽩質
による翻訳阻害



コロナウイルス

コロナウイルスNSP1蛋⽩質
によるウイルス産⽣亢進
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宿主RNA
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細胞質

核
1: Kamitani et al. PNAS, 2006, 2: Kamitani et al. Nature Structural 
Molecular biology, 2009, 3: Tanaka and  Kamitani et al. Journal of 
Virology, 2012, 4: Terada and Kamitani et al. Virology, 2017

リボゾーム

研究の⽅向性

１．ウイルス蛋⽩質の機能解析
分⼦⽣物学的⼿法

２．コロナウイルスの⼈⼯合成
組換えウイルスの作製

ウイルスcDNA

組換えウイルス

ウイルスの複製機構や病原性発現機構
の解析
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コロナウイルスの⼈⼯合成
ウイルスcDNAウイルスcDNA

CMVプロモーター

BAC

核

ゲノムRNA

ゲノム複製 ウイルス
蛋⽩質

組換えコロナウイルス
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コロナウイルス

ウイルス⼈⼯合成による複製機構
の解明

nsp1nsp1

ウイルスRNA
AAAAAAAAAA

nsp1nsp1 ウイルスRNA

AAAAAAAAAA

Nsp1とウイルスRNAの
結合はコロナウイルスの
間で保存されている

創薬標的となる
ワクチンとなる
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細胞質

核
1: Kamitani et al. PNAS, 2006, 2: Kamitani et al. Nature Structural 
Molecular biology, 2009, 3: Tanaka and  Kamitani et al. Journal of 
Virology, 2012, 4: Terada and Kamitani et al. Virology, 2017



コロナウイルスのNSP1の共通性
β-コロナウイルス

重症急性呼吸器
症候群コロナウイルス

中東呼吸器
症候群コロナウイルス

マウス肝炎ウイルス

α-コロナウイルス

δ-コロナウイルス

γ-コロナウイルス

ヒトコロナウイルス229E

nsp1蛋⽩質

新型コロナウイルス

ありがとうございました。

 ⽇本でコロナウイルスの⼈⼯合成をできるは、
私の研究室だけです。

 群⾺⼤学で新型コロナウイルスを含めてウイルス
研究を進めたいと思います。

 ただ、そのためにはP3研究室の稼働が必要になり
ます（研究費が必要です）。

 基礎研究の成果を社会に還元
 群⾺⼤学発のイノベーションの創出
 医学の発展に貢献


